
☑ 自動得点付与機能の紹介

【 特許評価 】

【基本操作編】

【特許評価】
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１．条件を設定

２．点数を設定

３．集計方法を設定

入力支援リストの項目は、
総合ランキングと連動

【基本操作編】

特許評価１ 任意の項目で自在に点数を加算・減算

４．クリック

特許評価

特許評価（１）

◼ 分類コードや出願人など、スコアの対
象となる対象項目や条件を設定します。

◼ プルダウンでリストボックスを表示し、
選択したい対象にチェックを入れて、
[OK] をクリックします。

◼ 点数を設定します。上下をクリックして
点数を変更することができます。キー
ボードから直接に数字を入力することも
できます。

特許評価１に加算
特許評価１に減算
ノイズに加算
ノイズに減算

の４つの集計方法から一つを選択しま
す。

◼ [集計実行]をクリックすると、条件に当
てはまる公報に点数が加算または減算
され、点数の高い順に公報が整列する
ので、上位の公報から優先して査読す
ることで業務の効率アップが図れます。

◼ [条件を保存(S)] をクリックすると、入
力した条件を保存することができます。
保存先は任意に設定できます。[条件を
読込（O)]をクリックすると、保存してお
いた条件を読み込むことができます。

◼ 複数のキーワード等を入力する際に
は、「＋」か「＆」で連結してください。
「＋」「＆」「（カッコ）」の演算子に対応し
ています。

特許評価１
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“行削除”ボタンで
追加した条件を

削除することが可能

任意の項目に対して自由に条件と得点を設定し、
有効な公報を抽出することができる。

条件をいくつか追加したいときは、
条件を追加を選択



【基本操作編】

スコアとノイズの「合計」表示

クリックすると、降
順・昇順にソート

特許評価と簡単ノイズスコアの
合計を自動表示

特許評価

◼ 特許評価とノイズの合計を自動集計し
て表示します。

◼ [特許評価] - （マイナス）[ノイズ」 =
合計となります。

◼ 「合計」と書かれたセルをクリックする
と、降順・昇順に並べ直すことができま
す。

◼ 合計点数の高い順に表示することで、
重要な公報から効率よく査読することが
できます。

スコアとノイズの「合計」表示

特許評価（２）
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特許評価が高く、
ノイズ率の低い公報から査読することができます！



【基本操作編】

特許評価とノイズの合計を ％ で表示！！

特許評価

２種類の計算方法が選択できます！

特許評価の合計得点を％で表示します。

合計得点のプラス側の最高点を１００％と
して計算します。

０点を０％とする計算方法と、

最低点を０％とする計算方法を、選択でき
ます。

計算方法の切り替えは、

［システム］ → ［環境設定］の「その他」
のタブで、「合計％」計算時、合計の最低点
数を０％の基準として扱う に、チェックを
入れるか入れないかで行えます。

０点を０％とする計算方法の場合、マイナ
スの％数値が非常に大きくなる場合があり
ます。

スコアとノイズの合計を％で表示

特許評価（３）
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ここにチェックを入れると、最低点
から最高点の間を百分率で表示
する

マイナスの％数値が
大きくなりそうな場合
は、注意書きが表示
される



【基本操作編】

特許評価で有用公報を自動抽出

スコアの高い公報＝重要性の高
い公報順に自動整列！

上位の公報から査読するだけ！

条件を入力して、集計
実行をクリック！

有用公報
の抽出

ノイズ
の抽出

抽出完了

特許評価

特許評価で公報抽出

複数のキーワードを入力する際には、「＋」で連結してください。
「特許評価１（項目ごと）」以外では、「＆」「（カッコ）」の演算子は使用できません。

特許評価（４）
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「特許評価」と「ノイズ」の得点を見て、重要性の高い公報から査読すれば、
業務の効率アップが図れる！



【基本操作編】

簡単スコア① コード ＆ タイトル・クレーム

1. Ａ：に今回注目するコードを入力します。

2. Ｂ：に、タイトル（発明の名称）、クレーム
（請求項）に含まれていれば重要だと思
われる キーワードを入力します。

キーワードや分類コードの選択は、総
合ランキングを参照するとよいでしょう。

3. [集計実行]をクリックすると、条件に当
てはまる公報の【特許評価】という項目に
点数が付与され、点数の高い順に公報
が整列するので、上位の公報から優先し
て査読することで業務の効率アップが図
れます。

■点数加算の諸元■

Ａ：のコード と Ｂ：のキーワード の両方を
含む公報について、

（キーワードが含まれていた数）／（タイトル、
クレームの総語数）

＝ ”キーワード含数率” を点数として付加
しています。

１．条件を入力

２．クリック

【特許評価】が高い
＝ 重要性が高い公報

キーワードに悩んだら、総合
ランキングを参照する

特許評価

簡単スコア① コード ＆ タイトル・クレーム

複数のキーワードを入力する際には、「＋」
で連結してください。

「＆」「（カッコ）」の演算子は使用できません。

特許評価（５）
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分類コードとキーワードの含数率で、
重要公報を抽出できます。

※ スコアを加算していく
場合は、こちらをクリック



【基本操作編】

簡単スコア② テーマ ＆ 解決

１．条件を入力

２．クリック
1. Ａ：に（テーマ）に関するキーワードを

入力します。

2. Ｂ：に（解決）に関わるキーワードを入
力します。

3. [集計実行]をクリックすると、
Ａ：Ｂ：ともに条件を満たす公報の【特許
評価１】という項目に点数が付与され、
点数の高い順に公報が整列するので、
上位の公報から優先して査読すること
で業務の効率アップが図れます。

■点数付与の諸元■

Ａ：に入力したキーワードが、（発明の名
称）に含まれた場合点数を付与。

Ａ：に入力したキーワードが、（技術分野）
（背景技術）に含まれた場合、点数を付与。

Ｂ：に入力したキーワードが、（特許請求の
範囲）（要約：解決手段）（課題を解決するた
めの手段）に含まれた場合、点数を付与。

※ いずれの点数も、当該項目の総語数
に対するヒットキーワード数 ＝ ”キー
ワード含数率” を基にしています。

Ｂ：に入力したキーワードの後ろ２０ワード
以内に、（解決）もしくは（前置を肯定）をほの
めかすベクトル・ワードがあった場合、点数
を付与。

※ スコアを加算していく
場合は、こちらをクリック

【特許評価】が高い
＝ 重要性が高い公報

特許評価

簡単スコア② テーマ ＆ 解決

複数のキーワードを入力する際には、「＋」で連結してください。
「＆」「（カッコ）」の演算子は使用できません。

特許評価（６）
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キーワードの含数率と、キーワード同士の関連度合いによって
重要公報を抽出できます。



【基本操作編】

簡単ノイズスコア① コード ＆ タイトル・クレーム

1. Ａ：に今回注目するコードを入力します。

2. Ｂ：に、タイトル（発明の名称）、クレーム
（請求項）に含まれていれば重要だと思
われる キーワードを入力します。

3. [集計実行]をクリックすると、コードと
キーワードを含んでいない公報の【ノイ
ズ】という項目に点数が付与され、点数
の高い順に公報が整列します。

※ 【ノイズ】の点数が高く、【特許評価】の
点数が低いものほど、ノイズ公報であると判
断することができますので、効率よくノイズ公
報が除去できます。

１．条件を入力

２．クリック

【ノイズ】が高い
＝ 重要性が低い公報

特許評価

簡単ノイズスコア① コード ＆ タイトル・クレーム

複数のキーワードを入力する際には、「＋」
で連結してください。

「＆」「（カッコ）」の演算子は使用できません。

特許評価（７）
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分類コードとキーワードの含数率で、
ノイズ公報を抽出できます。



【基本操作編】

簡単ノイズスコア② テーマ ＆ 解決

１．条件を入力

２．クリック

1. Ａ：に（テーマ）に関するキーワードを入
力します。

2. Ｂ：に（解決）に関わるキーワードを入力
します。

3. [集計実行]をクリックすると、Ａ：Ｂ：とも
に”条件を満たさない公報”の【ノイズ】
という項目に点数が付与され、点数の
高い順に公報が整列します。

※ 【ノイズ】の点数が高く、【特許評価】の
点数が低いものほど、ノイズ公報であると判
断することができますので、効率よくノイズ公
報が除去できます。

※ スコアを加算していく
場合は、こちらをクリック

【ノイズ】が高い
＝ 重要性が低い公報

特許評価

簡単ノイズスコア② テーマ ＆ 解決

複数のキーワードを入力する際には、「＋」
で連結してください。

「＆」「（カッコ）」の演算子は使用できません。

特許評価（８）

296

キーワードの含数率と、キーワード同士の関連度合いによって、
ノイズ公報を抽出できます。



【基本操作編】

マルチスコア・マルチノイズスコア（手動詳細設定）

１．分析対象
項目を選択

６．クリック

1. 分析対象項目を選択します。

2. ワード種別を選択します。

3. ［一覧を更新］をクリックします。

選択された対象項目内で、選択された
ワード種別に属する、よく利用されてい
るキーワードが、一覧に表示されます。

4. 一覧の中から、重要そうなキーワードに
チェックを付けます。

5. 付与したい点数を入力します。

6. ［集計実行］をクリックします。

※ マルチスコアと、マルチノイズスコアは、
同じ手順で動作します。

※ スコアを加算していく
場合は、こちらをクリック

４．重要視するキーワー
ドにチェックを入れる

２．ワード種
別を選択

３．クリック

５．付与する点
数を設定する

特許評価

マルチスコア・マルチノイズスコア

特許評価（９）
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項目とワード種別、加算する得点を自在に設定することができます。



【基本操作編】

スコア定義 検証用

※ 特許評価／簡単ノイズスコアの設定
条件（パラメータ）を検証するための機
能です。

※ この機能でスコアをつけた結果を、分
析や仕分け等に用いられることはお避
け下さい。

※ 特許評価／簡単ノイズスコアのカスタ
マイズとその結果については、ユーザ
の自己責任で行ってください。

特許評価

スコア定義 検証用

特許評価（１０）
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特許評価／簡単ノイズスコアのパラメータチェック専用：分析には使わないでください



【基本操作編】

右クリックメニューでスコア編集が可能

右クリックメニューから
スコア編集ウィンドウ
を立ち上げることがで
きる

公報を選択し
て、右クリック
する

特許評価

◼ 公報を選択し、右クリックメニューからス
コア編集をクリックすると、スコア編集
ウィンドウを立ち上げることができます。

◼ 特許評価、またはノイズに、任意の点
数を加算または上書きすることができま
す。

◼ 「文書一覧」だけでなく、「特許評価」や
各種分析画面など、文書が選択できる
画面でスコア編集ウィンドウを立ち上げ
ることができます。

右クリックメニューでスコア編集

特許評価（１１）
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選択した公報ごとにスコアを加算することができます！



【基本操作編】

経過情報で特許評価

【特許評価２】 特許評価分析が精度を上げて、単独タブになりました！

◼ 経過情報の各種項目に対応

従来、オートスコアの一機能としていた
「特許評価分析」を独立させ、経過情報
の各種項目に対応しました。

得点を入れたい（注目したい）設定項目
に、チェックを付けるとともに、加点したい
点数、減点したい点数を設定してください。

「集計実行」もしくは「集計実行（加算）」
ボタンを押すことで、文書一覧の「特許評
価２[1]」という項目に点数が入ります。

プルダウンから、「特許評価２[２-５]」の
項目にも得点を集計できます。

【ご注意事項】

注目したい項目に、チェックおよび点数設定
をおこなっても、実際にその項目、データがな
い場合、点数は入りません。詳細に分析した
い場合には、ＪＰ－ＮＥＴであれば、ＣＳＶ形式
でデータを取得してください。テキストデータと
結合することで、より詳細な公報の状態で分
析できます。

クリックすると項目表示
が折りたたまれる

※ ＪＰ－ＮＥＴのデータのダウンロード形式には、「テキスト形式」「ＣＳＶ形式」「エクセル形式」の３種類の形式があります。
ぱっとマイニングで読み込み可能な形式は、「テキスト形式」と「ＣＳＶ形式」です。
【審査経過項目】をご利用になる場合は、「ＣＳＶ形式」で、作成モードを『タイプ３』に設定してデータをダウンロードし、テキスト形式
のデータと結合してご使用ください。

特許評価

特許評価（１２）
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プルダウンでスコアの
入力先を変更可能



【基本操作編】

文書スコアの傾向が一目瞭然！

任意の１軸
例：出願人ごとの全公報トータルでのスコア合計の分布を表示できます。

この分析のグラフ表現は分布図となっており、スコア値に基づいて縦横の位置が変化するため、

似たスコアのものが複数ある場合には円が重なって描画されます。

スコアの【合計_】の値の、
最高点が高いものが右へ
最高点が低いものが左へ

スコアの【合計_】の値の
合計点が高いものが上へ
合計点が低いものが下へ

戦略分析
特許評価（１３）

スコア分布（項目毎）分析

スコア分布分析
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任意の１軸を指定して
スコア分布を比較できる。

座標の設定では、
プルダウンから、
たて軸とよこ軸を
変更することが、

できます。

重要度を選択し、
分析対象項目に

設定することも可能



【基本操作編】

文書スコアの傾向に加えて、権利化の状況も把握できる！

任意の１軸を指定して
スコア分布を比較できる

スコアの【合計_】の値の、
最高点が高いものが右へ
最高点が低いものが左へ

スコアの【合計_】の値の
合計点が高いものが上へ
合計点が低いものが下へ

任意の１軸＋権利化状態
例：出願人ごとの全公報トータルでのスコア合計の分布と共に、権利化状態を円グラフで表示できます。

この分析のグラフ表現は分布図となっており、スコア値に基づいて縦横の位置が変化するため、

似たスコアのものが複数ある場合には円が重なって描画されます。

権利化状態を円グラフや
色・大きさで表現

時系列項目分析 追加

戦略分析
特許評価（１４）

スコア分布（項目毎） ／権利化率分析

スコア分布権利化率分析
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座標の設定では、
プルダウンから、
たて軸とよこ軸を
変更することが

できます。

重要度も選択可能



スコアの分布状況を時系列で確認

【基本操作編】

スコアの分布状況を

時系列に確認できる！

スコア分布／時系列分析

◼ スコアの【合計】に基づいた、時系列のスコア分布図が作成
できます。

◼ どれぐらいのスコアを持つ公報が、いつ頃に分布しているか
がすぐに分かります。

◼ ひとつのバブルがひとつの公報を意味します。

◼ 重要度を分析対象項目に設定することもできます。

１．横軸項目を
選択

６．クリック

４．クリック

５．分析対象にしたい項目
にチェックを入れる

２．縦軸項目を
選択

１． 横軸項目（出願年・公開年・登録年）を選択します。

２． 対象項目（キーワード・出願人・分類コードなど）を選択します。

３． ［一覧を更新］をクリックします。

４． 分析対象としたい項目を選択し、チェックを入れます。

５． ［分析実行］をクリックします。

※ 「縦軸範囲」「横軸範囲」を手動で選択することができます。

※ 範囲を縮小した際にバブルが枠からはみ出す場合は、
「範囲外除外」にチェックを入れると、はみ出したバブルを
非表示にします。

※ 年月日に基づいてバブルが描画されるため、
横軸の項目名の垂線上にバブルが位置するとは限りません。

特許評価（１５）

スコア分布（文書毎） ／時系列分析

戦略分析
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プルダウンから、軸の対象項目
を変更することが、できます。

３．対象項目を
選択



【基本操作編】

スケールの調整

【特許評価】縦軸、横軸のスケールが調整可能に！！ スケールを合わせて精度の高い比較分析を！

複数のグラフを、同じスケー
ルで比較することができる

◼ 「特許評価」の【スコア分布分析】【スコア分布権利化率分析】【スコア分布／時系列分析】では、縦軸範囲、
横軸範囲を手動設定できるようになりました。

◼ デフォルトでは、「自動」にチェックが入っています。最大、最小の値を変更すると、「自動」のチェックがは
ずれ、 任意のスケールに変更することができます。縦軸と横軸のスケールの最

大値と最小値を設定できる

特許評価（１６）
戦略分析

304



【基本操作編】

特許評価の出力枠を拡張

◼ 複数の視点で異なる評価（スコア）の付与・表示が可能になりまし
た。

◼ スコア入力する先を「特許評価１」「特許評価２［１］～２［５］」「他社
注目度」「自社注力度」の８つに拡大。独自加点のバリエーション
を増やす事で複数の視点から特許を評価いただけます

◼ メインウインドウ > 特許評価タブからは、スコア基準を独自に作
成する事が可能です。
分析目的に応じてご活用ください。

◼ 戦略分析タブ内の「スコアを利用した分析」メニューを、特許評価
タブ内に移動しました。

◼ 競合他社の出願戦略を知りたい時は「自社注力度」スコアの高い
特許の分野を確認。注目技術分野で各社のポジションを把握した
い時は「他社注目度」スコアによる比較が有効です。

注）文書一覧の表示項目「保存」で、旧名称のスコア_（スコア２_）を指

定している時は、改めて他社注目度（または自社注力度）に保存しな
おしてください。
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特許評価の出力枠を拡張

特許評価（１７）

特許評価２の画面(審査経過スコア付与)

①特許評価２をクリック
②スコアの付与を５つに
拡張しました

文書一覧で特許評価２を表示
③スコアの付与先を選択して、集計実行

④文書一覧で特許評価を確認出来ます
（特許評価画面を閉じてから、文書一覧を表示した状態）

「特許評価２」を並べて表示しました。
異なる視点で付与したスコアを比較します。

「特許評価１」「特許評価２［１］～２［５］」
「他社注目度」「自社注力度」の８つに拡大しました



【基本操作編】

特許評価（スコア）の内訳を表示・出力

公報ごとのスコア内訳を可視化しました

◼ 付与した特許評価（スコア）について、公報ごとの加点内容の詳
細を出力する機能を追加しました。

◼ 特許評価集計後、スコア内訳を表示するかの確認ダイアログで
「はい」を選択すると、特許評価の
スコア内訳画面が表示されます。

◼ スコア内訳は集計結果をCSV形式で出力、加工してご利用いただ
く機能です。

◼ 注）スコア内訳は過去に集計したものは参照できません。
必要な場合はその都度CSV保存してください。
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特許評価（スコア）の内訳を表示・出力

特許評価（１８）

特許評価画面でスコアを付
与

➀クリックで集計を実行

➁「はい」をクリックして

スコア内訳を表示

特許評価内訳の表示画面

➂公報ごとにスコアの理由を確認

④スコア内訳はCSV保存して活用



【基本操作編】

出願人別スコアランキング表示・出力機能

出願人別のスコア合計を表示しました

◼ 出願人別にスコアランキング表の表示、出力に対応しました
注）従来バージョンでは、出願人別のスコアランキングはグラフ表
示のみ対応。

◼ 従来機能の出願人×スコアランキンググラフと、本機能で作成し
た一覧を分析レポートにご活用
ください。

◼ 複数のスコア（例：他社注目度と自社注力度、及び特許評価２＝
独自加点）を付与している場合は
その合計点でランキングを作成します。

◼ 本機能は集計結果をCSV形式で出力して分析レポートに掲載す
る為の機能です。
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出願人別スコアランキング表示・出力機能

特許評価（１９）

出願人別集計

➀スコアを付与

➁出願人別集計をクリック

特許評価

➂集計結果一覧はCSV保存して活用


